***** 「100(36)マス計算　プリント印刷プログラム」について　*****

１.「100(36)マス計算」プリントの特徴

　①「たしざん」の練習をするためのプリントです。

　②一度に６枚（１週間分+１）印刷されます。

　③A４用紙の上半分に問題（児童に出す問題）、下半分には、教師用解答があります。

２.操作方法
　①「100マス計算」書かれた黒いボタンをクリックすると、連続して６枚（６種）のプリントが出てきます。

　②５枚のプリントには「１Ａ」～「６Ａ」と番号がつきます。

　③２回目以降は、「Ａ」の部分を「Ｂ」、「Ｃ」…と、好きな文字を入れてから「100マス計算」と書かれた黒いボタンをクリックして下さい。

　④保存して終了しましょう。

　

３.授業活用例
　　　縦横にそれぞれ「1～9」までの数字がランダムに並んでいます。

　　　交差する部分のマスに、答えの数を書きます。

　　　裏返しにプリントを配り、「用意、スタート」で始めます。

　①時計で時間を測らせます。

　　最初は10分以上かかる子もいますが、高学年では徐々に５分以内になります。

　　早い子は、２分以内になってきます。

　②必ず毎日（朝が良い）行い、タイム（Time欄）を書かせる。

　③答え合わせを行い、誤答１問につき５秒加算し、記録（Record欄）。

　④グラフにRecordを記入させる。

４．注意事項
　①学習前の「レディネス」として実施する。　②遅い子を責めたりしない。

　③他と比較させない。

　④「自分の脳みそを起こすための準備運動」という位置付けをしっかり行う。

　⑤最初の２週間程度は同じ問題を行う方が、効果的である。

  ⑥36マスは短時間で行いたい際や低学年等で実施する。

５.効果
　①学習に対する姿勢や集中力が向上する。

　②計算ミスが減少していく。

　③クラス全体の算数の学力が向上する。
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